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平
成
１６
年
度
松
前
町
歳
入
歳

出
決
算
、平
成
１６
年
度
松
前
町
水

道
事
業
会
計
収
入
支
出
決
算
の
審

査
を
行
う
た
め
、設
置
し
ま
し
た
。

◎
三
好
　
勝
利
　
○
松
本
一
二
美

　
植
田
　
喜
晴
　
　
小
野
　
景
史

　
重
川
　
利
春
　
　
早
瀬
　
武
臣

　
澤
田
登
代
一
　
　
岡
井
馨
一
郎

加
納
太
郎
次
　
　
岡
田
　
幸
一

小
野
　
景
史
　
　
岡
井
馨
一
郎

植
田
　
喜
晴
　
　
田
中
　
昭
雄

澤
田
登
代
一

亀
井
　
隆
典
　
　
三
好
　
勝
利

伊
賀
上
明
治

重
川
　
利
春
　
　
早
瀬
　
武
臣

松
本
一
二
美

　
議
会
の
人
事
構
成
が
決
ま
り
ま

し
た
。

　
議
　
長
　
木
下
　
　
淳

　
副
議
長
　
藤
川
　
修
次

　
（
◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長
）

◎
伊
賀
上
明
治
　
○
澤
田
登
代
一

　
亀
井
　
隆
典
　
　
藤
川
　
修
次

　
早
瀬
　
武
臣

◎
重
川
　
利
春
　
○
松
本
一
二
美

　
加
納
太
郎
次
　
　
岡
田
　
幸
一

　
木
下
　
　
淳
　
　
小
野
　
景
史

◎
三
好
　
勝
利
　
○
岡
井
馨
一
郎

　
植
田
　
喜
晴
　
　
三
好
　
悦
男

　
田
中
　
昭
雄

◎
田
中
　
昭
雄
　
○
亀
井
　
隆
典

　
小
野
　
景
史
　
　
三
好
　
勝
利

　
伊
賀
上
明
治
　
　
重
川
　
利
春

　◎
重
川
　
利
春
　
○
早
瀬
　
武
臣

　
藤
川
　
修
次
　
　
三
好
　
勝
利

　
伊
賀
上
明
治
　
　
松
本
一
二
美

　
岡
井
馨
一
郎

議
会
人
事

総
務
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置

一
部
事
務
組
合
議
会

決
算
特
別
委
員
会

伊
予
市
松
前
町
共
立
衛
生

組
合
議
会
議
員

伊
予
地
区
ご
み
処
理
施
設
管
理

組
合
議
会
議
員

伊
予
消
防
等
事
務
組
合

議
会
議
員

伊
予
市
・
伊
予
郡
養
護

老
人
ホ
ー
ム
組
合
議
会
議

　
筒
井
地
区
の
吉
藤
、
神
子
舞
、

中
須
賀
地
域
に
お
い
て
は
、
最
近

大
雨
が
降
る
度
に
道
路
の
冠
水
や
、

稲
作
の
被
害
は
も
と
よ
り
、
住
宅

の
床
下
浸
水
な
ど
の
被
害
が
、
度
々

発
生
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

 

新
国
道
の
４
車
線
化
に
伴
い
、

国
道
付
近
の
開
発
計
画
や
、
４
地

区
（
筒
井
、
西
古
泉
、
東
古
泉
、

宗
意
原
）
に
ま
た
が
る
地
域
に
は

大
型
商
業
施
設
の
出
店
計
画
が
あ

り
、
こ
の
地
域
の
排
水
も
流
入
す

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
そ
の
排
水

水
量
は
は
か
り
知
れ
な
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
ま
ま
で
は
雨
が
降
る
度
に
、

冠
水
、
浸
水
が
常
態
化
す
る
と
共

に
、
地
区
住
人
に
と
っ
て
は
一
層

の
不
安
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
請
願
は
町
議
長
に
対
し
て
、

特
段
の
措
置
を
早
急
に
講
じ
る
よ

う
筒
井
地
区
浸
水
対
策
事
業
の
早

期
実
現
を
求
め
る
と
い
う
も
の
で

す
。

　
採
決
の
結
果
、
本
請
願
は
全
員

一
致
で
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

請
願

　
朝
夕
は
め
っ
き
り
涼
し
く
な

り
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
１７
年
松
前
町
議
会
第

３
回
定
例
会
に
お
い
て
、
議
員

各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
議
長
の

要
職
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
そ
の

重
責
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
も
と
よ
り
微
力
で
あ
り
ま
す

が
決
意
を
新
た
に
し
、
町
発
展

の
た
め
努
力
す
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。

　
国
は
三
位
一
体
改
革
を
進
め

地
方
へ
の
税
源
移
譲
を
し
て
、

地
方
交
付
税
の
総
額
を
抑
制
し

国
と
地
方
を
通
じ
た
財
政
の
健

全
化
を
図
ろ
う
と
し
て
い
ま
す

が
、
国
庫
補
助
金
の
廃
止
、
削

除
に
よ
り
地
方
の
財
政
状
況
は

厳
し
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
に

対
応
す
べ
く
本
議
会
と
し
て
も

行
政
改
革
に
取
り
組
み
経
費
の

節
減
、
合
理
化
を
す
る
こ
と
に

よ
り
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

サ
ー
ビ
ス
の
維
持
と
、
健
全
な

財
政
運
営
を
行
政
と
共
に
推
進

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
今
後
と
も
行
政
と
協
力
し
て

魅
力
の
あ
る
町
づ
く
り
に
努
め

て
参
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
御
協
力

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
お
わ
り
に
町
民
の
皆
様
の
ご

多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
就

任
の
挨
拶
と
し
ま
す
。

議
　長
　
木
　
下
　
　
淳


